
著
な
り
．
三
畜
ふ
べ
し
。

　
斯
く
て
慈
遍
、
こ
常
昌
ご
は
、
其
の
憩
道
論
に
於
て
共
鳴

し
た
り
。
伊
勢
に
於
け
る
晦
朝
無
の
根
抵
は
、
實
に
此
の

二
人
者
の
精
紳
的
結
合
に
あ
り
き
Q
慈
遍
が
伊
勢
に
耽
れ

る
理
由
は
、
二
宮
法
華
三
島
の
歩
め
な
り
し
、
こ
は
彼
の
、

『
立
義
』
に
云
ふ
、
所
な
れ
ざ
、
如
斯
は
輩
に
表
面
の
事
實
に

止
り
、
裏
面
に
一
大
秘
密
の
潜
め
る
事
は
ヤ
史
眼
炬
の
如

き
も
の
に
非
す
ご
難
、
容
易
に
看
破
し
得
る
庭
な
る
べ
し
。

蓋
後
醍
醐
天
皇
．
こ
常
に
密
楼
の
關
係
を
曝
せ
る
叡
山
の
僧

侶
に
し
て
、
特
に
天
皇
の
御
信
任
を
蒙
れ
る
彼
れ
慈
遍
の

伊
勢
下
同
は
、
決
し
て
法
華
法
論
ご
云
ふ
が
如
き
篇
畢
な

る
も
の
把
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

考
慮
學
者
窟
飢
黒
藻
友
翁
（
中
）

　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
阪
倉
篤
太
鄭

　
　
　
闘
晶
　
蒔
　
　
勢

二
時
の
我
が
學
界
に
は
、
和
漢
を
逼
じ
て
考
讃
學
流
行

　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
翫
　
　
考
謹
攣
者
ε
し
て
の
俘
信
友
翁

の
趨
勢
が
特
に
著
し
く
あ
っ
た
。
抑
考
二
心
の
源
流
は
い

ふ
ま
で
も
な
く
支
那
に
あ
っ
て
、
宋
儒
性
理
説
の
反
動
こ

し
て
漢
唐
の
訓
砧
を
主
ざ
し
．
㍗
博
く
酒
害
に
渉
っ
て
経
義

の
眞
相
を
閑
朋
し
ょ
ξ
し
た
も
の
で
、
越
州
武
嬢
票

欝
若
琢
断
熱
弩
恵
棟
離
八
甦
年
蓬
雛
姻
堪
年

銭
大
販
蠣
艘
軌
麟
二
王
念
孫
嬬
鰻
針
蛇
弊
段
玉
舌
触
蝦
忙
計
韓
般
阪

元
難
㍊
警
徒
が
相
繊
い
で
こ
れ
を
盛
に
し
た
が
、
長

崎
の
春
景
が
多
く
こ
れ
ら
清
人
の
書
を
將
來
し
超
た
め
に

そ
の
影
響
は
我
が
…
國
の
儒
學
界
に
も
及
ん
で
、
吉
田
篁
敏

鐡
＋
（
へ
）
の
如
き
は
首
こ
し
’
し
こ
れ
を
唱
ヘ
セ
。
先
一
疋
、

榊
原
篁
洲
鞭
嚇
三
（
ト
）
や
良
野
華
陰
四
悪
七
（
チ
）
が
、
漠
唐
宋

明
の
諸
家
を
象
採
し
て
雪
裏
考
論
の
風
を
聞
き
、
次
で
片

山
兼
山
転
腱
二
（
リ
三
碧
義
二
四
（
ヌ
）
等
が
所
謂
折
衷

學
を
鼓
吹
し
た
が
、
篁
鳳
は
即
ち
金
義
の
門
入
で
、
安
永

天
閤
の
交
に
考
糠
の
學
を
樹
て
な
Q

　
か
く
し
て
蕪
難
な
折
衷
學
か
ら
一
縛
し
て
、
精
細
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
第
、
三
號
　
　
八
七
　
（
四
五
八
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
設
　
　
考
護
學
者
亨
し
て
の
俘
信
友
翁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
入
八
　
（
四
五
九
）

つ
花
考
擦
一
瓢
の
學
は
織
斑
蔓
延
し
て
、
東
の
由
本
北
山
　
長
ず
る
な
ご
、
夫
々
趨
漕
を
異
に
す
る
や
う
に
な
り
・
ま

鏡
九
蟄
鵬
齋
籔
九
太
田
舞
綴
八
等
は
、
西
の
荒
異
義
を
越
す
る
も
の
爽
に
・
婁
’
藁
象
護

漢
園
麗
二
村
黒
革
亭
綴
元
中
叢
軒
驚
財
な
ミ
共
に
す
も
の
を
出
し
把
の
は
、
儒
學
界
に
於
て
異
義
を
立
て
新

何
れ
も
精
徴
博
渉
の
痛
風
に
戦
い
元
も
の
で
、
樂
翁
公
の
　
説
を
唱
へ
る
も
の
が
競
ひ
起
り
、
ま
掌
輕
義
を
圭
こ
す
る

の
異
腹
の
禁
府
も
、
遽
に
こ
れ
を
阻
止
す
る
こ
ご
が
で
き
　
も
の
こ
、
詞
章
を
專
ら
に
す
る
も
の
こ
を
派
生
し
π
當
時

な
か
っ
た
．
鞘
後
れ
で
は
狩
谷
液
齋
籔
六
松
崎
予
讃
一
兀
の
氣
蓮
に
關
攣
る
所
が
あ
る
の
で
・
瞥
博
引
霧
の

猪
飼
敬
所
矧
蹴
三
朝
川
善
庵
蠣
蛎
二
東
條
一
堂
鞍
囎
四
海
保
漁
　
署
し
い
の
は
全
く
考
慷
一
派
の
戚
化
ご
言
っ
て
よ
い
。

轟
囎
二
葬
息
軒
螺
九
等
が
ま
淀
皆
折
衷
考
誕
の
讐
か
ε
て
江
戸
時
代
末
期
の
國
骨
離
は
、
あ
ら
ゆ
る
方

青
し
・
特
績
足
董
錬
ず
・
に
至
つ
で
藤
擦
要
翌
し
、
藏
撰
の
探
ゼ
蒙
な
い
も
の
は
な

の
強
風
が
そ
の
極
に
達
し
て
居
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
い
が
、
絡
に
博
覧
を
以
て
別
に
旗
織
を
立
て
鴻
も
の
が
輩

翻
て
國
舞
を
見
る
に
・
ま
髪
灘
風
が
流
行
し
て
・
出
町
。
就
中
、
山
岡
需
綴
黎
錯
螺
を
下
し
九

蜷
該
麺
を
以
て
名
を
成
す
も
の
が
多
か
つ
慈
蓋
し
下
弓
己
厳
難
僻
賭
藩
鰹
鋼
灘
蕪
は
、
史
料
蒐
集
校

黒
満
、
賀
茂
馬
淵
が
古
學
を
唱
へ
て
か
ら
・
榊
道
詠
歌
．
訂
知
行
の
業
に
於
’
し
そ
の
大
更
奪
ら
れ
、
門
人
屋
代
，

姦
の
學
は
漸
く
費
を
革
め
た
が
・
そ
の
後
は
次
籍
弘
動
静
叢
嚢
翻
覧
松
野
方
響
彊
七
三

分
業
の
儒
が
烈
し
悉
っ
て
・
學
者
叢
舗
典
國
史
塑
出
馬
名
識
七
な
ぎ
蒐
書
で
あ
・
。
そ
の
他
、

に
響
、
或
は
姦
警
に
精
し
－
、
或
は
語
婆
法
に
石
川
男
望
蒲
灘
総
意
礁
箆
村
田
了
阿
藩
獄
譲
醒

、



伽鰍

ｿ
瞭
総
都
団
狩
谷
椴
齋
蕨
灘
歎
輝
澱
講
習
難
綿
黙
黙
糠
触
紺
酷
北
　
畷
細
纏
靴
倣
雑
酵
臓
器
曲
亭
馬
琴
嚇
繊
訪
韓
賊
細
編
舗
嚥
鵜
ヅ
媚
纏
柳

爺
盧
罧
元
の
如
き
離
家
以
外
に
該
沿
の
聞
ぬ
あ
る
も
亭
種
轟
詳
霧
諾
測
器
鋸

の
が
多
く
、
古
論
の
徒
に
め
つ
て
も
、
村
田
春
海
の
門
に

岸
本
由
豆
流
縄
簾
難
麓
熱
考
小
出
吟
興
轟
雛
灘

勲
鞘
繁
耀
な
ざ
蔵
書
類
纂
を
圭
こ
す
る
も
の
を
出
し

た
。
而
し
て
こ
れ
ら
は
何
れ
も
蘭
束
に
冷
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
京
構
の
間
に
も
尾
崎
雅
嘉
壕
難
諾
饗
報
。
百

榎
並
唖
聾
競
講
錦
鱗
細
、
穗
書
置
難
灘
諾
、

強
記
足
代
弘
訓
聾
総
数
麟
照
臨
翻
、
等
が
委

出
色
の
實
力
を
あ
ら
は
し
π
。
ま
把
有
職
考
古
の
學
に
於

て
も
、
先
に
伊
勢
貞
丈
量
四
高
橋
宗
直
籔
五
瀬
名
貞
雄

羅
八
大
門
閥
籔
天
藤
養
幹
講
元
等
撚
り
、
後
に

橋
本
纒
轟
靴
三
山
本
症
漢
籔
六
細
井
昌
栄
塑
ハ
三
婆

所
鱗
。
小
野
重
轟
糧
等
が
め
つ
て
互
に
精
博
を
競
う

て
居
る
。
加
之
、
戯
作
者
の
間
に
も
ま
た
そ
の
蝕
波
が
及

ん
で
（
レ
ノ
）
、
山
東
京
傳
教
化
鍵
籔
の
。
灘
霧
同
京
山
謙

虚
・
二
巻
　
叢
翫
　
考
謹
學
者
ε
こ
て
の
伸
信
及
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
捨
等
の
随
筆
類
に
、
該

博
な
聞
見
に
基
い
陀
精
籔
な
考
讃
を
認
め
る
こ
ご
が
で
き

る
。
か
く
の
動
き
時
代
の
趨
勢
が
、
天
賦
の
性
質
を
助
長

し
て
、
終
に
翁
を
し
て
歴
史
的
考
訂
家
の
泰
斗
た
る
名
聾

を
畢
げ
し
め
元
も
の
で
あ
る
、
ご
言
っ
て
も
決
し
て
當
を

失
し
て
は
居
な
い
。

　
　
（
（
）
篁
平
和
墨
回
訓
．
金
銭
、
少
於
金
．
鍋
十
三
歳
．
金
峨
屡
稽
其
オ
學

　
　
而
不
措
、
及
改
口
二
九
、
専
奉
電
鍍
學
、
首
唱
考
擦
學
於
安
永
天
明
之

　
　
問
、
近
時
清
人
考
披
之
…
説
盛
行
、
而
争
以
芸
当
元
明
以
上
之
古
紗
影
本
、

　
　
費
自
弁
鍛
始
、
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
先
哲
叢
談
練
兵
十
二
）

　
　
（
卜
）
集
駐
在
當
時
、
既
不
妊
薫
別
學
流
、
故
毎
講
経
崩
漢
魏
傳
註
興

　
　
宋
明
疏
繹
，
訓
話
期
楼
馬
鄭
之
篤
読
、
義
理
則
佐
程
朱
之
心
性
、
近
時

　
　
所
領
折
衷
學
老
、
胚
胎
於
蕗
、
　
　
　
　
　
（
先
哲
叢
談
後
編
二
）

　
〈
チ
）
華
陰
…
…
門
訴
不
簾
越
性
理
、
折
衷
沌
野
球
明
譜
家
，
別
爲
肖

　
　
家
、
　
｝
辺
世
所
欄
嗣
折
串
捉
學
者
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
折
口
撒
取
談
後
編
山
ハ
）

　
　
（
り
）
　
兼
山
…
…
既
書
置
医
欝
之
業
、
寡
以
締
．
義
敏
授
、
共
學
錐
以
古

　
　
注
疏
訓
導
子
弟
、
不
一
拘
泌
之
．
逝
時
所
謂
折
衷
學
者
，
三
一
予
銘
，

　
非
金
銭
．
豊
島
甥
洲
、
山
．
奉
北
山
等
、
組
綴
唱
和
、
翌
今
擦
隆
，
驚
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
｝
二
　
鞭
脇
　
　
　
八
・
乃
　
　
（
四
山
ハ
∩
）
〉



乳

第
ご
巻
　
　
叢
　
親
　
　
謬
讃
學
者
、
・
∵
し
て
の
俘
信
友
翁

究
瀧
宋
講
家
之
書
、
壁
塗
所
長
、
不
必
隼
門
戸
露
見
．
揖
裏
衆
設
、
極

致
襯
當
，
號
日
折
裏
漉
、
錐
使
無
爵
之
然
、
其
實
兼
山
及
金
鎚
爲
之
先

鞭
、
注
戸
之
學
爲
之
一
鱗
、
　
　
　
　
　
　
（
先
哲
叢
談
綴
編
十
｝

（
ヌ
）
　
全
銭
之
學
、
不
偏
圭
一
家
，
取
舎
訓
話
於
漢
麿
之
註
疏
、
折
衷

群
言
、
膀
講
義
理
於
宋
明
之
諸
家
、
撰
揮
穏
冨
、
以
關
獲
先
塑
之
遺
旨
、

節
前
修
之
不
逮
焉
，
與
汗
馬
経
生
膠
瀞
女
塾
、
恣
物
量
言
、
求
異
先
革
、

聯
比
衆
説
．
二
一
、
博
雑
，
誇
趣
信
望
盾
、
不
同
口
而
二
二
．
寳
暦
以
降
、

入
々
四
韻
物
血
小
城
、
↓
八
宰
韻
兼
脇
之
以
韓
商
ウ
鵡
鳳
ず
　
誤
解
由
ハ
新
冠
…
雛
珈
豊
穫
之
豪
雪

者
、
其
緋
確
攻
雌
自
金
轟
…
始
焉
、
關
東
之
學
爲
之
」
攣
、
近
時
所
謂
折

衷
家
者
，
若
豊
島
竪
洲
、
古
昔
陽
、
山
水
北
由
、
太
田
錦
城
等
譜
家
，

皆
以
経
義
著
禧
、
其
實
感
興
起
於
金
銭
之
風
押
云
、
（
先
哲
叢
談
後
編
七
）

全
銭
皐
資
馬
鐸
之
資
，
抱
超
倫
之
見
、
於
江
戸
幽
々
論
回
護
耽
修
欝
，

知
盲
吉
之
學
盛
時
，
畷
起
菅
唱
折
衷
雷
獣
乙
読
，
都
下
午
熱
、
其
齢
汝

乃
一
六
南
「
需
聞
残
，
串
4
俊
弟
．
丁
不
ヲ
杣
式
一
人
舳
　
俘
砿
齋
（
原
）
及
士
鴬
篁
働
罰
、
魑
㎞
囚
鵬

二
等
尤
羽
翼
三
者
也
、
　
　
　
　
　
　
（
先
哲
叢
談
綾
編
十
一
）

（
ル
）
　
梧
憲
漫
筆
・
拾
遣
に
「
近
世
清
人
考
謹
の
學
此
方
へ
う
つ
り
て
、

二
百
の
學
者
考
読
を
悦
ふ
。
義
理
の
精
妙
も
、
一
事
の
功
に
て
判
然
明

白
な
る
こ
ご
も
あ
り
て
、
學
問
は
考
謹
を
要
ご
で
る
こ
ミ
な
り
。
さ
れ

ご
も
今
け
載
野
謹
の
胤
＋
、
　
・
北
野
屋
鞠
円
鳩
．
山
面
画
泉
唐
箕
下
り
及
べ
リ
O
今

に
あ
り
て
考
謹
離
心
…
を
箏
ふ
に
、
可
恥
の
甚
・
し
き
こ
ミ
な
輔
。
壮
者
．
．

第
　
”
二
　
難
靹
　
　
　
↓
ル
0
　

（㎞

l
山
ハ
一
）

琵
孟
の
隈
笹
を
學
び
て
心
身
ヶ
修
め
、
主
家
を
治
る
の
大
逡
を
得
る
こ

ミ
を
愚
行
・
し
鯖
謂
ふ
べ
蒐
き
な
り
ご
。
」
3
3
ろ
。

　
　
　
　
　
曝
　
雷
　
　
論

　
江
戸
時
代
季
世
の
國
學
界
は
追
々
分
業
的
に
な
っ
て
、

學
者
が
、
各
そ
の
專
門
こ
す
る
所
を
異
に
す
る
や
う
に
な

つ
π
こ
ご
は
繭
に
述
べ
た
○
然
る
に
窮
は
一
人
で
こ
れ
ら

の
諸
方
面
に
亘
る
研
究
を
兼
ね
た
の
で
、
そ
の
博
識
ご
精

力
ご
は
實
に
驚
歎
す
べ
き
で
め
る
。
次
に
い
さ
、
か
翁
の

言
説
に
つ
い
て
吟
味
し
よ
う
。

　
（
い
）
抑
如
何
な
る
研
究
で
も
、
最
も
精
選
し
だ
参
考
資

．
料
を
用
み
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
勿
論
の
こ
ご
で
、

丈
献
學
に
就
い
て
言
へ
ば
、
或
文
献
の
眞
贋
の
鑑
定
、
債

値
の
判
勧
は
も
こ
よ
り
、
異
本
の
綾
合
、
作
者
年
代
の
調

査
等
が
甚
だ
肝
要
で
あ
る
。
就
中
、
稜
定
の
業
は
朋
確
慧

敏
な
判
断
・
刀
を
關
く
こ
ご
が
で
き
な
い
の
み
で
な
く
、
ま

惚
精
麿
嗣
緻
な
天
性
を
も
こ
ご
さ
ら
に
大
切
こ
す
る
の
で

あ
る
が
、
翁
は
實
に
こ
れ
ら
の
貼
に
於
て
稜
二
者
こ
し
て



最
も
適
當
な
資
格
を
備
へ
て
居
π
。
而
し
て
翁
が
こ
の
方

面
に
大
な
る
趣
味
を
有
し
セ
こ
ご
は
、

　
　
も
ろ
こ
し
の
何
某
が
、
綾
レ
書
如
一
嵐
葉
塵
埃
【
随
掃
随

　
有
、
こ
い
へ
る
は
ま
こ
ご
に
さ
る
事
に
て
、
い
こ
わ
づ

　
ら
は
し
く
堪
が
π
き
わ
ざ
な
が
ら
、
す
べ
て
古
書
は
然

　
も
の
し
て
譲
ま
ざ
れ
ば
、
そ
の
事
實
を
誤
る
こ
ご
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
し

　
る
な
ら
ひ
な
り
。
こ
ご
》
の
り
て
こ
ご
さ
ら
に
心
を
い

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ
　
　
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
へ

　
れ
て
よ
む
書
の
中
に
、
お
ぼ
つ
か
な
き
文
の
あ
り
て
、

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
へ

　
頭
い
た
き
ま
で
う
ち
か
た
ぶ
か
れ
て
の
み
思
ひ
惑
ひ
て

　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
を
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
へ

　
あ
る
程
、
か
ら
く
し
て
正
本
を
得
て
譲
み
合
せ
て
見
れ

　
ロ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぶ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
し
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ば
、
し
か
一
ご
あ
る
只
一
も
じ
二
も
じ
の
上
に
て
、

　
セ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
レ
　
　
へ
　
　
も
　
　
む
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
こ
ご
も
な
く
さ
だ
か
に
聞
ぬ
た
る
は
、
い
、
こ
嬉
し
く
心

　
し
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ロ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
の
　
　
ロ
　
　
　
あ
　
　
　
ね
　
　
　
コ
　
　
　
ワ
　
　
ミ
　
　
　
ヒ
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
も

　
ゆ
く
わ
ざ
に
て
、
い
さ
ご
の
中
に
て
玉
拾
ひ
た
ら
む
は

　
セ
　
　
ハ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
も
　
　
ち

　
何
な
ら
じ
，
ご
さ
へ
に
思
は
る
、
か
し
○
ハ
比
古
婆
衣
巻
六

　
績
聚
國
史
の
擬
）

　
　
　
　
　
ゆ

ご
あ
る
の
で
推
察
せ
ら
れ
る
。
ま
π
以
呂
波
字
類
抄
に
つ

い
て
、
黒
川
春
村
に
、

第
二
懸
　
叢
説
　
考
誇
暴
者
§
し
て
の
絆
信
友
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ぞ

　
こ
れ
へ
桑
名
騨
）
ま
で
上
卜
・
こ
し
族
綾
の
よ
な
一
、
夢

　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ね
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
に
見
し
こ
ご
三
把
び
に
及
べ
り
。
い
か
で
さ
な
が
ら
寓

　
し
も
の
し
て
、
ひ
ご
ひ
あ
早
く
の
ぼ
せ
た
ま
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
川
氏
子
三
巻
本
伊
呂
淀
字
類
扮
の
序
）

ご
書
き
三
つ
た
や
う
に
、
夢
課
の
闇
も
忘
れ
な
か
つ
把
熟

心
は
（
ヲ
）
、
翁
を
し
て
こ
の
業
に
成
功
せ
し
め
た
所
以
で

あ
る
。

　
試
に
翁
が
傳
爲
の
誤
謬
を
指
摘
し
た
例
を
あ
げ
れ
ば

　
　
（
前
路
）
さ
て
そ
の
行
成
卿
の
筆
に
、
ご
じ
を
丁
年
ご

　
書
き
た
ま
へ
り
こ
い
へ
る
は
、
刀
自
を
草
手
に
謬
（
刀

　
自
）
ご
や
う
に
書
給
ひ
た
り
け
る
を
、
謬
（
丁
年
）
ご

　
見
談
b
て
書
爲
た
る
本
の
誤
な
り
○
へ
中
賂
）
然
る
に
三

　
代
集
間
の
事
、
さ
く
さ
め
の
こ
し
の
條
に
、
清
輔
朝
臣

　
．
所
注
追
考
ご
書
死
中
に
、
十
年
に
て
死
由
歎
ご
疑
云
々

　
ご
記
さ
れ
た
る
は
、
既
に
か
の
琶
’
刀
自
、
を
十
年
の

　
草
体
に
謬
（
十
年
）
ご
見
誤
り
た
る
を
．
人
の
説
な
ご

　
を
聞
き
て
さ
る
強
説
は
せ
ら
れ
つ
ら
め
ご
、
（
三
略
）

第
　
一
晶
號
　
　
　
・
九
一
　
　
（
四
六
二
）



第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
考
誼
學
者
、
、
｝
し
て
の
俘
惰
友
翁

こ
れ
に
よ
り
て
、
新
手
を
人
々
の
見
計
り
た
り
け
む
こ

、
こ
推
し
て
察
る
べ
し
O
（
比
畜
婆
衣
岱
五
、
さ
く
さ
め
の
亡
し
の

　
難
鉾
の
遊
・
の
字
、
本
書
に
は
祭
、
　
…
本
に
は
草
の
手

に
怨
ご
作
る
も
の
あ
り
○
こ
も
に
乱
塾
な
る
べ
し
○

そ
は
も
こ
驚
の
字
を
草
に
警
ご
書
た
る
を
．
祭
の
字
ご

見
錯
へ
て
、
爲
誤
れ
る
も
の
こ
見
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瀬
見
の
小
河
巷
一
）

　
姓
氏
録
未
定
蕪
姓
（
右
京
）
に
中
寵
臣
、
槻
松
彦
指
骨

稻
天
皇
（
論
孝
昭
）
皇
子
、
天
足
無
墨
字
人
命
七
宮
孫
、

鋤
着
大
使
主
之
後
帯
、
ご
見
ぬ
π
る
溶
着
を
一
本
に
纂

着
ご
も
書
だ
る
は
、
鋤
は
錨
の
設
、
纂
は
そ
の
衝
の
偏

首
に
澱
て
嚢
ご
作
る
を
畏
れ
る
に
て
同
字
な
る
ぺ
け
れ

ば
い
つ
れ
に
て
も
輝
度
置
と
よ
み
て
米
餅
嶋
大
使
主
の

事
な
る
べ
し
。
然
て
は
國
押
人
命
よ
う
の
世
数
も
合
へ

b
o
但
し
蜥
襲
の
字
、
い
ま
あ
る
字
書
ご
も
に
は
未
だ

見
及
ば
ざ
れ
ご
、
次
食
思
の
香
の
次
の
通
音
の
斯
を
取
て
、

第
三
號
　
九
二
（
四
六
三
）

　
甕
ま
た
餌
こ
も
作
る
一
体
な
る
べ
し
○
其
は
字
書
ご
も

　
に
飯
を
鉢
ご
嘆
き
、
鯉
を
飲
ま
た
飴
ざ
も
作
き
、
鞠
を

　
飴
、
飯
を
…
醗
な
ざ
旧
き
、
或
は
級
を
四
韻
に
層
…
米
餅
亦

　
一
斗
絆
こ
い
ひ
、
設
文
に
二
六
餅
與
協
同
ご
見
ね
、
海

　
に
款
輿
次
食
同
こ
い
へ
る
も
、
次
郎
を
省
き
て
款
ご
作
き

　
て
棄
の
麺
字
こ
せ
る
な
る
べ
し
、
、
ま
た
総
を
捗
、
糎

を
鮒
、
糧
を
糎
、
糖
を
瞠
ま
元
撚
ご
作
る
如
き
例
、
数

’
知
ら
す
多
し
。
（
比
古
婆
衣
隼
五
，
姓
氏
録
に
米
餅
讐
書
・
父

　
名
の
訓
の
條
）

な
ご
は
点
字
の
語
談
を
訂
し
π
も
の
で
、
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ノ

　
　
炊
の
字
、
古
く
は
鎭
火
祭
親
詞
に
奈
妖
命
、
ま
た
名

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妖
命
ご
書
り
。
其
上
交
に
妹
背
二
柱
ご
あ
る
平
字
も
、

　
羅
紀
、
元
々
集
等
に
引
る
に
は
妓
ご
あ
れ
ば
、
薔
は
し

か
書
た
り
し
な
り
．
名
義
秒
に
妹
妖
本
モ
セ
ご
調
め
り
。

　
古
よ
り
勢
、
ご
よ
み
濁
れ
る
字
な
り
。
（
和
名
抄
餌
、
備
中

　
万
歩
夜
軍
庭
妹
、
爾
比
世
．
・
」
あ
る
は
．
今
庭
瀬
こ
い
ふ
所

　
に
て
、
翼
壁
人
賀
陽
氏
の
も
て
る
古
丈
書
に
も
庭
妖
ご



鴨

　
あ
b
こ
ぞ
。
和
艶
麗
に
は
妖
を
妹
ご
誤
れ
る
な
り
。
又

　
吾
妻
鏡
に
備
中
國
妖
，
尾
・
郷
ご
あ
り
。
印
本
に
は
妖
を

　
妹
ご
誤
れ
り
。
今
妖
，
尾
村
．
こ
い
ふ
が
あ
り
。
近
な
べ
世

　
て
は
妹
尾
こ
か
き
て
、
な
ほ
セ
ノ
ヲ
ご
呼
べ
り
云
々
）
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瀬
見
の
小
河
巻
一
）

な
ご
、
も
説
い
て
居
る
。
そ
の
他
、
古
書
の
語
句
に
錯
難

の
起
る
理
由
を
述
べ
て

　
　
す
べ
て
．
古
書
は
置
物
な
る
が
多
き
を
、
そ
の
縫
π
る

　
所
の
離
れ
、
或
は
虫
喰
よ
り
裂
け
な
ご
し
て
灯
れ
把
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ゆ
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
つ
く
ら

　
迦
、
修
補
ふ
ご
て
次
第
を
錯
働
り
、
或
は
窓
を
さ
へ
に

　
ぼ
や

　
錯
へ
て
綴
論
る
が
あ
り
。
ま
離
離
懸
る
ま
、
な
る
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
ひ

　
書
爲
す
時
に
次
第
を
錯
臨
る
事
も
あ
る
微
な
る
が
云
々

　
（
古
吏
徴
開
題
記
秋
の
巻
に
引
か
れ
☆
翁
の
設
）
O
（
ワ
）

こ
い
ひ
、
註
が
本
営
に
窟
温
し
た
も
の
こ
し
て

　
　
太
田
道
導
の
羅
安
紀
行
に
、
、
洲
崎
に
か
さ
、
ぎ
の
把

　
て
り
け
れ
ば
、
あ
さ
ぼ
ら
け
、
霞
う
な
が
す
川
崎
に
、

　
波
ご
見
る
ま
で
立
て
る
臼
鷺
ご
書
る
は
、
か
さ
》
ぎ
、

第
二
巻
　
　
叢
　
観
　
　
考
譜
．
攣
者
ε
し
て
の
伸
信
友
翁

　
し
ら
鷺
嗣
じ
も
の
、
如
く
聞
ゆ
れ
ざ
、
詞
書
ご
歌
ご
名

　
を
か
へ
て
迫
る
べ
く
も
あ
ら
す
○
故
推
量
に
、
本
書
に

　
は
洲
崎
に
さ
ぎ
の
云
々
ご
あ
り
け
る
を
、
そ
の
に
文
字

　
を
脱
ぜ
る
本
の
傍
に
、
後
人
の
に
か
ご
書
添
た
る
を
、

　
ま
た
後
人
の
二
丈
に
書
擁
へ
た
れ
ば
、
洲
崎
に
か
さ
き

　
の
こ
い
ふ
詞
こ
な
り
て
、
ご
、
の
は
諏
か
ら
、
さ
か
し

　
似
に
さ
も
じ
を
加
へ
て
、
洲
崎
に
か
さ
、
ぎ
の
こ
書
な

　
せ
る
も
の
な
る
べ
し
。
（
比
古
婆
衣
巻
＋
一
、
か
さ
、
ギ
ミ
い
ふ

　
烏
に
二
種
あ
る
事
の
條
）

ご
辮
じ
π
の
な
ご
は
、
そ
の
説
の
実
否
は
姑
く
措
い
て
、

翁
の
こ
の
方
面
に
於
け
る
才
識
の
一
端
を
窺
ふ
に
足
る
の

で
あ
る
。

　
　
や

　
翁
は
ま
把
進
ん
で
、
古
書
の
作
者
及
び
樋
代
を
判
定
す

る
事
を
も
努
め
π
o
そ
れ
に
は
、
内
容
に
就
い
て
記
事
ご

作
者
ご
の
時
班
乃
至
思
想
の
關
係
を
考
察
す
る
こ
．
こ
、
、

外
形
に
就
い
て
文
体
を
研
．
画
す
る
こ
ご
＼
を
要
す
る
の
で

あ
る
が
、
翁
は
す
べ
て
こ
れ
ら
の
方
法
を
兼
ね
用
み
て
居

第
　
ご
一
鞭
伽
　
　
　
ふ
ル
一
二
　
　
（
四
六
四
）



畠

第
二
管
　
叢
説
　
考
離
學
巻
ミ
・
し
て
の
伴
信
友
翁

る
○
例
へ
ば
塔
鏡
に
足
し
て

　
　
（
購
護
憲
壌
毛
無
謂
艦
甥
誌
瞥
年
）
葺
し

　
方
塔
鏡
の
撰
者
惜
な
る
書
に
見
あ
た
ら
す
。
俗
に
は
一

　
條
冬
再
論
の
撰
な
り
ご
言
傳
ふ
め
れ
ざ
、
公
卿
補
任
を

　
削
る
に
、
・
公
は
永
正
十
一
年
三
月
廿
七
日
、
五
十
一
歳

　
に
て
麗
給
へ
れ
ば
、
「
永
和
二
年
よ
り
は
八
十
鯨
年
、
慮

　
永
九
年
よ
り
は
六
十
徐
年
の
後
に
塗
り
て
、
寛
正
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
つ
　
　
　
　
マ

　
に
生
れ
給
ひ
強
る
ぺ
け
れ
ば
、
時
世
さ
ら
に
合
は
ざ
れ

襟
倫
か
心
が
ひ
卵
。
嚇
城
物
循
泳
層
ρ
撫
続
繧
雛
u
輪
辮

継
鰯
難
鷲
羅
鵬
聾
霧
認
霧
蜆
罫
懸
、
さ
て

　
此
書
を
撰
給
へ
る
頃
は
、
か
の
古
本
の
奥
書
に
記
せ
る

　
永
和
二
年
は
、
謹
書
に
書
ご
ぢ
め
把
る
、
正
慶
二
年
の
後

　
四
十
八
年
に
岐
れ
り
。
そ
の
聞
に
出
來
把
る
書
な
る
こ

　
ご
は
決
し
Q
か
く
て
な
ほ
考
る
に
、
貴
書
の
終
の
『
く

　
め
の
さ
ら
山
』
の
憲
ヒ
、
正
慶
二
年
後
醍
醐
天
皇
隠
岐

　
國
よ
り
還
幸
の
事
ま
で
書
て
、
『
昔
だ
に
し
つ
む
恨
を
、

隠
岐
の
海
に
、
波
立
鶴
る
今
ぞ
か
し
こ
き
』
こ
い
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
九
煕
　
へ
匹
六
五
）

　
叉
大
塔
宮
還
俗
し
て
將
軍
の
宣
旨
を
壁
り
給
ひ
、
四
條

　
中
納
言
隆
資
卿
の
、
剃
髪
し
て
身
を
隠
し
給
ひ
し
も
髪

　
を
生
し
給
へ
る
由
を
い
ひ
て
、
『
墨
染
の
色
を
も
か
へ
っ

　
つ
き
草
の
、
う
つ
れ
ば
か
は
る
花
の
衣
に
』
ざ
い
ふ
歌

　
　
　
　
　
げ
に
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　

へ

　
に
て
筆
を
絶
め
た
る
趣
、
即
ち
其
御
世
に
あ
り
つ
る
人

　
も
　
　
く
　
　
　
ミ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　

る
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
コ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
の
3
5
し
ら
ひ
し
て
書
る
も
の
こ
見
ぬ
謝
り
。
北
朝
ご
定

　
ま
り
て
後
書
た
ら
む
に
は
、
云
々
の
事
に
て
筆
を
こ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
も
　
　
へ
　
　
ら
　
　
さ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
へ

　
む
べ
き
に
あ
ら
す
。
な
ほ
そ
の
御
世
の
頃
の
な
べ
て
の

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
ら
　
　
へ

　
文
の
さ
ま
に
も
意
を
つ
け
て
、
熟
く
譲
み
昧
ひ
て
悟
る

　
べ
き
な
b
・
O
（
比
古
婆
衣
巻
六
）

こ
い
ひ
、
讃
愚
管
抄
の
條
に

　
　
（
或
人
が
こ
の
書
を
慈
圓
優
…
正
の
作
で
な
い
、
・
」
言
っ
た
の
を
、
論
ひ
定
め
よ
う
、
・
」
て
書
中
の
撃
茎
を
あ
げ
、
さ
て
曰
く
比
）
件
の

　
丈
ざ
も
を
一
わ
た
り
に
護
見
て
は
、
い
か
に
も
慈
圓
み

　
つ
か
ち
の
言
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
此
書
の
記
者
こ
い
ふ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　

つ
　
　
　
サ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
た

　
き
に
あ
ら
ざ
れ
ご
、
青
書
一
部
門
趣
意
に
、
右
に
抄
蜜

　
あ
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
つ
　
　
　
ら
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
ら
　
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も

　
せ
る
文
の
前
後
の
言
ご
も
に
意
を
つ
け
て
、
つ
ら
一

　
ご
讃
み
云
ふ
る
に
、
も
こ
よ
り
此
書
に
註
せ
る
論
ひ
は



古
よ
り
の
御
代
の
沼
革
の
御
飯
を
さ
だ
し
、
削
回
に
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ぬ

　
び
て
い
こ
お
ふ
け
な
き
事
ぎ
も
な
れ
ば
、
わ
ざ
．
x
」
記
者

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
へ
　
　
し
　
　
も

　
の
名
を
あ
ら
は
さ
す
、
思
ふ
意
を
何
く
れ
ご
述
て
慷
慨

　
ヤ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
じ
　
　
ぼ
　
　

と
　
　
も

　
を
あ
ら
は
せ
る
盤
日
也
○
そ
れ
に
あ
ら
は
せ
て
は
、
．
僑
正

　
の
お
の
れ
が
事
を
も
言
は
ま
ほ
し
き
事
を
ば
、
他
入
の

言
こ
し
て
記
せ
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ご
其
中
に
は
お
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ね
す
ご
り
は
っ
し
て
、
他
人
よ
り
言
へ
る
に
は
あ
ら
で
、

　
へ
　
　
じ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
の
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
へ

　
み
つ
か
ら
の
言
ご
聞
ゆ
る
事
も
、
お
の
つ
か
ら
交
れ
り
○

　
そ
は
本
書
を
か
へ
す
み
＼
よ
く
勤
み
昧
ひ
て
悟
る
べ

し
り
（
比
古
婆
衣
巷
＋
六
）

ご
言
つ
忙
の
な
ご
は
、
内
容
の
考
察
に
よ
っ
て
判
断
を
與

へ
た
例
で
、
榮
華
物
語
に
就
い
て

　
　
（
先
づ
、
こ
の
書
の
上
扁
の
作
者
試
藤
原
爲
業
朝
臣
で
、
赤
染
衛
門
で
な
い
こ
電
を
論
C
、
さ
て
曰
く
）
・
、
の
物
語
の

　
書
ざ
ま
、
も
こ
よ
り
宮
仕
せ
る
女
房
の
書
た
る
さ
ま
に

　
も
の
し
て
、
宮
中
の
御
み
そ
か
ご
ご
、
う
ち
一
の
い

　
さ
、
け
こ
ご
、
女
房
の
こ
、
＼
」
ご
ひ
ざ
ま
、
き
3
3
の
色
目

　
な
ざ
、
よ
う
つ
い
こ
こ
ま
や
か
に
書
つ
や
け
把
る
お
も

　
　
　
第
二
管
　
　
叢
　
観
　
　
詰
問
學
者
寸
」
・
し
て
の
俘
信
友
翁

　
　
　
つ
　
　
り
　
　
り
　
　
も
の
　
り
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
つ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ぬ
　
　

つ
　
　
へ

　
む
き
、
い
か
に
も
御
前
近
く
仕
奉
れ
る
女
房
な
ら
で
は
、

　
も
　
　
　
へ
　
　

ん
　
　
　
タ
　
　
ロ
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
ぬ
　
　
　
へ
　
　

も
　
　
　
ヘ
　
　

ヘ
　
　
　
モ

　
た
ぬ
て
知
る
ま
じ
き
事
ご
も
な
る
が
上
に
、
、
人
々
の
心

　
中
を
思
ひ
や
り
て
い
へ
る
心
ば
へ
の
た
を
や
ぎ
て
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ら
　
へ

　
は
れ
深
げ
な
る
懐
手
の
く
だ
凄
し
き
な
ご
、
す
べ
て

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
と
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
ゑ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
も
　
へ
　
　
　
も
　
　
も

　
い
こ
め
＼
し
き
を
思
ふ
に
も
、
き
は
め
て
男
子
の
新
に

　
セ
　
へ
　
も
　
も
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ギ

　
撰
び
て
書
ご
、
の
へ
た
る
も
の
に
は
葬
で
、
も
は
ら
其

　
御
世
御
世
の
御
前
近
く
侍
ら
へ
る
女
房
の
書
記
せ
る
目

　
記
、
ま
た
こ
れ
が
見
聞
ぜ
る
事
ご
も
を
、
お
の
が
じ
、

　
私
に
書
記
せ
る
日
記
の
た
ぐ
ひ
の
多
か
り
け
る
を
、
讐

　
り
集
め
て
書
つ
い
れ
る
も
の
な
る
べ
し
。
（
比
古
婆
衣
巷

・
十
三
）

ぐ
㌧
言
っ
た
の
は
、
外
形
の
警
察
を
忽
せ
し
な
か
つ
π
証
鑛

で
あ
る
Q

　
　
因
に
い
ふ
Q
翁
の
校
定
し
忙
書
物
は
、
罫
引
史
、
三

　
　
鏡
、
類
聚
名
義
抄
、
色
葉
字
類
抄
な
ざ
を
始
め
、
こ
し
て

　
　
二
百
憲
に
も
超
ね
て
居
る
が
、
就
中
六
國
吏
は
畢
生

　
　
の
精
力
を
用
み
て
牽
引
索
卜
し
に
も
の
で
、
六
國
史

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
九
五
（
四
六
六
）



講

　
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
松
永
貴
徳
の
父
瓢
に
つ
い
て

を
量
定
し
元
も
の
＼
多
い
中
で
、
こ
れ
ほ
ご
細
麿
確

實
な
も
の
は
他
に
無
く
、
紙
面
が
殆
ざ
紅
赫
に
（
カ
）

埋
ま
っ
て
居
る
こ
い
ふ
。
ま
π
武
邊
…
叢
書
、
古
事
逸

傳
考
、
手
交
風
土
記
、
中
外
纒
緯
傳
の
如
き
輯
録
書
、

及
び
帥
名
帳
索
引
、
臼
本
粟
異
記
索
引
の
如
き
索
引

書
の
類
が
百
五
十
悲
に
三
っ
て
居
る
。
　
　
　
　
’

（
テ
）
　
輔
寓
の
書
が
誤
ケ
・
癖
へ
る
こ
“
」
を
歎
じ
て
は

　
抑
余
有
歎
、
漣
寓
之
書
毎
一
手
必
墳
設
騰
、
如
掌
鏡
集
、
亀
葉
字
類

挫
、
譲
脱
極
多
、
嬬
用
者
小
間
覗
太
篇
、
膚
入
韓
窮
者
其
級
、
妄
不
可
勝

言
、
夫
人
似
猿
猿
似
犬
、
犬
之
與
人
豊
可
比
乎
、
輕
爲
之
誤
亦
如
之
、

余
呈
雨
量
上
米
此
書
三
園
不
朽
、
余
黒
蟻
感
果
恭
．
誰
同
志
入
。
（
高
調

類
聚
名
義
捗
附
言
）

ご
い
っ
て
居
ろ
。

（
ワ
）
　
古
史
徴
開
題
記
冬
の
巻
に
引
い
た
翁
の
蕎
に
も

　
す
べ
て
＋
資
斗
・
堂
回
は
、
縫
続
の
一
物
噂
な
う
が
二
一
菩
・
を
、
　
年
経
る
ま
》

　
に
断
れ
鮎
臥
在
る
を
、
　
都
べ
集
て
窮
す
ミ
て
、
次
第
あ
錐
り
引
．
る
が

　
　
本
一
書
ピ
渡
魂
て
、
三
々
の
混
め
六
る
が
あ
ろ
例
に
て
云
々
O

ミ
あ
る
。

（
力
）
　
新
寓
類
聚
名
義
抄
附
言
に

第
　
一
二
號
　
　
　
よ
ル
ム
ハ
　
（
四
山
ハ
七
）

今
絹
二
塞
鉛
毒
典
壌
、
者
、
撮
墨
記
之
ぺ
世
人
皆
用
朱
、
鰐
余
用
鰭
者

罪
三
盛
也
，
施
之
憲
陰
燈
下
取
其
冠
句
也
、
今
本
嶺
然
）

ミ
三
韓
て
居
る
〔
、羅

墓

松
永
貞
徳
の
父
羅
に
つ
い
て

文
學
博
士
藤
井
乙
男
無

　
穗
川
初
期
の
輸
入
俳
家
こ
し
て
有
名
な
る
貞
徳
の
名
は

普
く
世
人
の
知
る
所
で
あ
る
が
、
一
時
は
飛
ぶ
鳥
を
も
お

ご
す
勢
の
あ
っ
だ
貞
門
の
三
三
も
、
蕉
風
の
勃
興
に
及
ん

で
古
風
の
名
の
下
に
輕
蔑
し
去
ら
れ
て
顧
み
る
者
な
き
に

至
っ
た
た
め
、
通
俗
交
藝
宣
傳
の
開
㍊
た
る
此
翁
の
事
蹟

も
熱
心
な
る
研
究
者
を
得
す
し
て
今
日
に
至
つ
ね
の
は
氣

の
毒
な
次
第
で
め
る
。
今
ま
つ
其
三
三
に
つ
い
て
小
研
究

を
試
み
る
事
こ
す
る
。

「


